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1. 本 吉志は ､物 性 物 理 の 研 究 を共 同 で･促 進 す る た め ､ 研 究 者 が そ
の 石井究 意 見 を 自 由 に発 表 し言寸諭 しあ い ､ ま た ､ 石井究 に関 連 した
一博串良を速 や か に交 換 しあ うこ と を 目的 と して ､ 毎 月 1回 編 集 ･
刊 行 さ れ ま す ｡ 掲 載 内 容 は ､ 石井究 論 文 ､ 研 究 会 ･国 際 金 言義を ど
の報 告 ､ 言草義 ノ ー ト､ 石井究 に関 連 した 諸 問 題 につ い て の 意 見 ､
J情事良を どてトす 0
2. 本 吉志に掲 載 さ れ る論 文 につ い て は ､ 原 則 と して 審 査 は行 を い
ませ ん ｡ 但 し､ 編 集 者 が本 言志に掲 載 す る こ と を著 し く不 適 当 と
言忍め た もの につ い て は ､ 改 言下を求 め ､ ま た は 掲 載 を手巨絶 す る こ
とカ乎あ り ます ｡
3. 本 誌 の 掲 載 論 文 を他 の 学 術 雑 言志に引 用 す る と きは ､ 著 者 の 承
諾 を得 た上 で Privatecommunication 按 い に して 下 さ い O
投稿規定
1. 雑 誌 の ペ ー ジ数 を節 約 す るた め原 稿 は極 力簡 書架に おき書 き下 さ
しヽ 0
2. 原 稿 は 4-0 0芋 詩 原 稿 用 紙 を使 用 して 下 さ い ｡
3. 数 式 ､ 言己号 の 書 き方 は Progress, Journよ1.の 投 稿 規 定 に
準 じ､ ミス プ リ ン トが生 じJを い よ うに適 当 を処 置 を と っ て 下 さ
乱
しゝ o
上 ツ キ ､ 下 ツ キ は特 に紛 お しい もの の み を手旨走 して 下 さ い ｡
英 字 の 大 ､ 花 文 字 ､ ギ リ シ ャの 手旨走 を忘 れ を い よ うにー 0 と a
と 0(ゼ ロ )､u と n と r､C と e､1(エ ル )と 1(イ チ )､X と ×
(カ ケ ル )､u と V等 が一 番 間 違 い や す い 0
4. 数 式 は 3行 に わ た っ て 大 き く善 い て こ下 さ い ｡,
5. 1才テ以 内 に お さ ま ら を い可 青ti･性 の あ る長 い数 式 等 は必 すぎ改 行
の 際 の 切 れ 目 を赤 で 手旨定 して 下 さい O
6- 図 の 縮 尺 ､拡 大 は 致 しませ ん ｡ 1頁 以 内 に入 ら な い 図 は原 月rl
と して 著 者 に返 送 し､ 書 き改 め て い た だ き ます ｡
7. 投 稿 後 の 原 稿 の 訂 正 はで き るだ け さ け る よ う に して 下 さい ｡
8. 別 刷 は原 則 と して 作 り ま せ ん ｡ど う して も別 刷 が 入 用 を場 合
は ､ 投 稿 の 際 に所 要 部 数 を10部 単 位 で 申 込 ん で 下 さい ｡ 別 刷 代
は下 言己方 式 に よ り､ 現 金 で納 入 して い た だ き ます ｡
(郵 券 に よ る受 付 は い た しませ ん ｡)
p :物 研 出 来 上 り真 数
Ⅹ :別 席rl所 要 普β数
a :別 席[11頁 の 代 金 3円
b :製 本 代 (別 刷 1部 につ き) 30円
別 刷 代 - (ap+ b)Ⅹ+ 送 料
別 刷 代 金 は別 刷 を受 取 っ て か ら､ 1ケ 月 以 内 に糸内め て 下 か い｡
そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を言青求 され る こ と が あ りま
す か ら､ 御 注 意 下 さい ｡
9. 原 稿 締 切 日は 毎 月20日で 原 則 と して 次 月 発 行 誌 に掲 載 され ま
す ○
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o W.L Kruer& E.J,Valeo
NonlinearEvolutionoftheDecayinstabilityinaPlasmawithComparable
ElectronandIonTemperatures
















































7月 6日 渋 谷 巌 氏 (京大原子炉 )
丁中性子線回折による強誘電体の研究｣
9月27日 御子柴宣夫 氏 (電総研田無基礎部 )
｢半導体中の不純物の超音波吸収｣
10月26日 守 谷 享 氏 (東大物性研 )
｢遍歴電子の盛磁性におけるス ピンのゆらぎの効果｣
11月 9日 川 路 紳治 氏 (学習院大 ･虐 )
.｢半導体表面の量子効果 と電気伝導｣
〔東大教養 ･コロキューム〕
ll/17 菅 野 氏
12/ 1 - 丸 氏 プラズマ乱流における相似則とX線星の理論
12/ 8 伊豆山氏 wilsontheoryとその周辺
〔名古屋大学〕
o理論物理コロキクム
"相転移について " 11月 9日
名大 ･理 碓 井 恒 丸 氏
o物性談話会
"LEEDの感度計算 " 11月 1日
Fritzrliaberlnstitute 神戸恭 三郎 氏
"光情報の最近の トピックス" 11月 16日
東工大 ･工 辻 内 噸 平 氏
o物理教室談話会




東本 藤 野 邦 男 氏
"Kramers-KrAnig Relation と Sum Rule" 12月 1日
東大 久 保 亮 五 氏
Li
人 の う こ き
〔北大 ･理 〕
I
中 村 英 土 民 10月1日付で広島大学物性学科教授 として転出
prof_E.ド.Berta.nt (CNRSグ'レノー ブルX線研究所 )が9月に来札, ｢中性子
回折による磁気構造の研究｣と惑 して講演 したo
prof,D.J｡Thouless (バーミンガム大学 )が来社,物性理論研究室において,
eigenmodeの localizationについて討論 した ｡
〔東大 b教養 〕
河野光雄氏が11月から九州大学応弔力学研究所に歳威 されました(
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でも話せるのだから大 したものですoPWAは自称, r/J]没で3回手合せ して, 5子は
-291-
掲示板
顔,4子で1勝 1敗です ｡ Josephsonが自称9段,そのうち手合せしたいと思って
いますO 碁位がんばらなくてはo大学院の皆様によろしく｡




各大学粛理学教室 主 任 殿
財団法人 湯川記念財団






奨 学 生 募 集 要 項
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3.研 究 場 所
基礎物理学研究所において研究することを原則とするが,事情により他の適当な場所
であってもよい｡
4.募 集 人 員












財団法人 湯 川 記 念 財 団
湯 川 記 念 財 団 奨 学 生 申 込 書
このたび,別紙蘭係書類を添えて貴財団奨学生に応募いたしますからよろしくお頑いし
ます｡
昭和 年 月 日
印
昭和 年 月 日生
ー293-
掲示板
財団法人 湯 川 記 念 財 団
理事長 鳥 養 利 三 郎 戯
略 歴
氏 名
高専 昭和 年 月
学l 夜 高等学校 課程卒業
大学 昭和 年 月
大学 学部. 入学 _
昭和 年 月
大学 学部 学科卒業
大学.疏 昭和 年 月
大学大学院入学 -
専攻科 目





基 研 宿 舎 委 員 会
諸物価高騰のおり,申しわけありませんが.北白川学舎の宿泊費の値上げをしなければ
ならないことにな りましたo
宿泊費は国庫納付金 (210円 ),碓費 (短期滞在者 120円4 15日以上の長期滞在
者 70円 )とWeekdaysの朝食代 (70円 )から成立ってお りましたo
このうち 碓費は, 1971年 1月に値下げいたしましたが.クり--ング代 (雑費支出
の75%C,を占めている )の大巾値上げにともない.大きな赤字になっておりますO
そこでやむを得ず 1973年 1月より兼費を虚期 170円.長期 12(〕円に変えさせて
いただきますoLたがって1泊あた り合計頑は次の通 りになりますo
Week days 目盛 や祭 日の前夜
短 期 滞 在 者 450円 380







昭和 48年 2月 8日 1O:､30AJⅥん6:00PM
京 大 基 研
生体一勿性関係班長会議





久 保 亮 五 氏
森 肇 氏




右 膚門佐 重雄 氏
総 田 博 嗣 氏





今回,京大基研における短期研究会 ｢自己組織 ･自_己制御系の統計物理学 とその周辺｣
が,昭和48年 2月5-7日に行なわれるが,基研の研究会が "生きている状態を浮きぼ
りにする "ことを目標に しているのと,相補的に,本シンポジウムは非線型,非平衡現象
に対 して l`物理学からどのような統一的なアプローチが可能であるか "ということに焦点
を合わせて,上記のような招待講演のプログラムを組みましたO 引きつづきかな りの時間
をかけて,パネルディスカッションをしたいと考えており′ますO
上述のような主旨に沿 って物理および生物両分野か らの癌広い活発な討論参加を期待 し
てお りますが,コメントを希望される方は, 1月 25日まで世話人まで演題,時周などに
ついて僻連絡下さい ｡
世 話 人 札幌市北12条西6丁目





これを予算と比威致 しますと. 収入面において23.8万円.支出面正おいて 47.9万
円,それぞれ下回っていますO '72年度予算 を作成する際, まず支出面において,節
年度刊行された頁数程度は刊行されるものと予測七,4又,印刷費の値上がりをも考慮し,
毎号平均 110頁の刊行に必要な印刷費 109.1万円をはじめとする運費を計上 しました｡
その結果,44.6万円という大きな支出超過になりq '73年度-の繰越金は 23.6万円と
なる見込みでしたOそこで, '72年 4月｡Voiの18.勉i よD会費を改定 して収支の健








のが 〔日 収人の部 (cl欄の数字でするOその他だ原価,虚読者数,掲載内_/a , 収支決算
等の推移については,以下の資料 を痢参照下さいO
次に '73年度予鼻について,毎号平均 90貫 (基研研究会報告 を除く)刊行 されるもの
として,印刷費をはじめとする経費を計上 しましたoこの予算にっいて,印刷費, 郵便料
金の値上げは行なわれないものとして作成しましたO その結果, '73年度は収入絵頑 159.
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支けld)離 冊 (bつ (C1 (dつ
1.972年度予算 197241,-.]隻決算 1973年腔や算 (Cつの 明 細
印 刷 費 玉,091,0tJu i')53,7_日) 1.)lI,0日() 90頁 12回
編 集 費 24(),(日日) ltiわ,0日り 192,()O() 2.4万日及び 2.O万円6回.O.8万円6帥13 円 1 回.人 件 1こH .000 13jlOOO 56. O
事 腐 費 50,O()() 94.230 .r=)().()(H) 封筒 .発送用袋 等
そ LJー 他 5,()(日) 2一名,()lO 10,000 予備費 p
合 計 1,732,OO.() 】,2.rIJ2.639 1.559,000









′1966年度 196~7年度 1968年度 1969年度 1970年度 1971年度 1972年度
金 崩 a/(, 金 頗 % 金 額 % 金 額 % 金 1頑 % ㌔-金 額 % 金 額 ~%
直 接 出.版 費 4()4,762.57.9 50こi,682 47.4 580,802 56.0 787,935 65.7 743,068 60.8 918,809 63ー9 751,029 55.6
間 腰 出 版 費 294,445 42.1 558,695 5.2-6 455,325 44,0､ 410,340 34.3 480,029 39.2 518,930 36.1 598,920 44.4
年 間発行 部数 5073料 5251部 540°0部 5490部 5260部. 5425部 560(ー部
月平均発行部数 423部 438部 450部 457部 438部 452.部 466部
〔1〕 購 読者 内 訳
A年度7<員別 1966年度 1967年度 19681
個 人 会 員 困 帆) 2222.8 238
機 幽 会 員 189 20`0 181
外 国 会 .負 1 5 .
寄 贈 ~交 換 6 7
商 社 0
-在 庫 1り ~10 1
















こⅣ〕 掲 載 内 容
1966年度 j 1967'年度 1968年夏 岳1969年質 197.1年度 … 1972年度
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編 集 後 記
編集会議の話題は,例によって投稿の少い事をなげ くのみである｡今月は遂に投痛論文
は 1A 編 となったO 幸い編集委員の内部から投稿があり, これで何 とかかつこわ けたが,
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